


目　次�

表紙　････････････････････････････････････ 1�
�
国立天文台カレンダー　････････････････････ 2�
�
研究トピックス　･･････････････････････････ 3�
　　AGNの水メーザ観測の最近の状況�
　　　　電波天文学研究系教授　　　中井直正�
�
お知らせ　･･･････････････････････････････ 5�
　　★スターウイークキャンプ「君が天文学者に�
　　　なる４日間」報告�
　　★小平前国立天文台長がカールシュワルツシ�
　　　ルド賞受賞�
�
共同利用案内　･･･････････････････････････ 6�
　　　すばる望遠鏡共同利用採択結果�
�
研究トピックス　･････････････････････  7・10�
     ２５０万年前の星の世界�
　　　 すばる望遠鏡が捉えたアンドロメダ銀河�
　　　　総合研究大学院大学長　　　　小平桂一�
　　　　天文機器開発実験センター助手 　宮崎　聡�
�
１００号記念カラー画像 ････････････　 8・9�
         アンドロメダ銀河（M31）�
�
人事異動　･･･････････････････････････････ 10�
�
編集後記　･･･････････････････････････････ 10�
�
エッセー　･･･････････････････････････････ 11�
　　ウルトラマラソン賛歌�
　　　天文学データ解析計算センター　千葉庫三�
�
New Staff　･･････････････････････････････ 13�
�
お知らせ　･･･････････････････････････････15�
　　★岡山天文物理観測所特別公開報告�
　　　 �
　�

国立天文台カレンダー�

2001年�
＜10月＞�
　１日(月)総合計画委員会�
　４日(木)～６日(土)　日本天文学会秋季年会�
　　　　　　　　　　（姫路市市民会館）�
　９日(火)　運営協議員会�
　15日(月)～17日(水)　日本測地学会（札幌市）�
　18日(木)　電波専門委員会�
　25日(木)　教授会議�
　27日(土)　三鷹地区特別公開�
　27日(土)　ALMA公開講演会�
　　　　　  福岡市立少年科学文化会館ホール�
�
＜11月＞�
　１日(木)　研究交流委員会�
　６日(火)　岡山天文物理観測所４０周年記�
　　　　　   念式典（倉敷アイビースクエア）�
　10日(土)　東京文化財ウィーク区市町村等�
　　　　　   企画事業見学会（三鷹地区）�
　17日(土)　VERA 小笠原局完成式�
　29日(木)　運営協議員会�
�
＜12月＞�
　８日(土)～９日(日)　第１６回「大学と科学」�
　　　　　　　　　　　公開シンポジウム�
　　　　　　　　　　　　　　　　　（福岡市）�
　11日(火)～14日(金) 国際シンポジウム「日�
　　　　　　　　　　韓ＶＬＢＩネットワー�
　　　　　　　　　　クにおける国際協力」�
　　　　　　　　　　　　（鹿児島大学）�
�
�
�
表 紙 の 説 明 �

280万太陽質量のブラックホールの確証が�
得られた渦巻き銀河1C2560（UKシュミット）�
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研究トピックス�

　  ＡＧＮの水メーザー観測の最近の状況�
��
�　　　　　　　　電波天文学研究系教授　中井直正�

　ある種の銀河は、オリオン星雲の百万倍または�

銀河系最強の水メーザー源Ｗ４９Ｎの１００倍も�

の光度を示す水メーザーを放射している。１９７９�

年にブラジルの望遠鏡によるNGC4945での発見の報�

告以来、１９８５年までに５つの銀河で発見されて�

いた。しかし、その後新たな銀河での発見はなく、�

またその正体が不明であったことから約１０年間は�

研究が進展しなかった。１９９３年におけるNGC�

4258(M106)での±1000キロメートルの高速度成分�

発見の報告とそれに続く１９９５年のケプラー回�

転円盤・巨大質量ブラックホール発見の報告以来、�

日本のみならず欧米豪でこの分野の激烈な競争が�

始まった。メーザーによるＡＧＮの観測という手�

法の利点は、１秒の千分の一という超高空間分解�

能（近傍銀河では0.1パーセクスケール）で中心核�

の運動を直接に観測できる唯一の手段であるとい�

う点である。�

　この種のメーザーは２型セイファートとLINERだ�

けで見つかっており、これまでに７００個以上の銀�

河で探査され約２０個で検出されている。検出確率�

が低いのは、メーザー円盤が薄い上に我々から見て�

ほぼ真横でないとメーザーが見えないという制約の�

ためである。またNGC4258のあと、フラックスの大�

きな４個の銀河でＶＬＢＩ観測がなされて類似の回�

転円盤が見つかっている。但しNGC4258ほどきれい�

なケプラー回転円盤ではなく、中心質量がブラック�

ホールであるとは言われていない（ＡＧＮの水メー�

ザーの業界では、ブラックホールか否かは非常に厳�

しい判定がなされる）。残念ながらこの４個のメー�

ザー円盤はすべてアメリカの１グループが発見した�

ものである。これはアメリカにあるＶＬＢＡの建設�

の立ち上がりと関係したことではあるが、我々日本�

のグループの失態でもある。日本の研究者が新たな�

分野を世界に先駆けて切り開いた（切り開きそうに�

なった）にもかかわらず、その後欧米の研究者がそ�

れに飛びついて一気に発展させたため、世界的には�

欧米の研究者がその分野を開拓したことになってし�

まった例は天文学の歴史にいくつもある。それを教�

訓に、我々も劣悪な研究環境の中で歯をくいしばっ�

て成果を出し続けなければならない。幸いなことに、�

野辺山には水メーザーの周波数である２２ギガヘル�

ツで世界２番目の感度と世界最高の広帯域分光計を�

有する４５ｍ電波望遠鏡がある。それによって最近�

いくつか新しい成果が出てきたが、以下のIC2560の�

結果はそのひとつである。�

　IC2560は距離26メガパーセク（8500万光年）にあ�

る棒渦巻銀河で（表紙の写真）、２型セイファート�

に分類されている。１９９５年にアメリカのグルー�

プにより銀河中心速度Vsys付近に水メーザーが発見�

された。その直後から４５ｍ鏡によって速度変化の�

モニターと高速度成分の探査を行い、Vsysから213-�

418キロメートルのところに非常に弱いながらも高�

速度成分を検出した。また銀河中心速度成分は年に�

毎秒2.62±0.09キロメートルの割合で増加するのに�

対して、高速度成分は変化しないこともわかった�

（図１）。�

　これは明白に回転円盤を示しており、銀河中心速�

度成分の速度変化は回転の加速度の視線方向成分が�

直接見えているのである。NGC4258との類推から、�

円盤内縁の回転速度を418キロメートルと仮定する�

と速度変化（加速度）と組合わせることによって、�

円盤の内径が0.068パーセクであることがわかり、外�

縁の回転速度を213キロメートルとするとその半径�

は0.26パーセクとなる（図２）。�

　これはこれまでに見つかっているメーザー円盤の�

中では最もコンパクトである。これから円盤の内側に�

太陽の280万倍の質量が存在することがわかる。NG�

C4258の場合と異なるのは、ＶＬＢＩではなく単一�

鏡だけの観測による円盤の回転速度と加速度（と銀�

河距離） だけからすべてのパラメータが導出された�

ことである。唯一心配な点は、418キロメートルの�

高速度成分と銀河中心速度成分が同じ半径にあると�

いう仮定であり、これが成り立っていなければ円盤�

の半径は異なったものとなる。それをチェックする�

ため、我々はＶＬＢＡでも観測を行って、高速度成�

分が非常に弱いためＳ／Ｎが不十分であるが、２割�

�
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程度の誤差の範囲でパラメータが合っていることを�

確認した（現在もＶＬＢＡの追観測を行っている）。�

あとはNGC4258と同じ論理で、中心天体がブラック�

ホールであることがわかるが、その質量は１桁小さ�

い。この結果は東京大学大学院生の石原裕子の修士�

論文の一部になるとともに、本年３月にブラジルで�

開催された「宇宙メーザー」に関するＩＡＵシンポ�

ジュームでも石原から口頭発表された。たぶんこの�

発表はシンポジュームの一番のハイライトで、口頭�

発表時およびその後に当人は質問責めにあい、さら�

に宇宙メーザーの大御所であるＣｆＡのジム・モラ�

ン氏から「いつ学位を取るのか？」と聞かれていた。�

つまり学位を取って大学院を修了したら自分のとこ�

ろのポストドクに引き抜きたい、というのである。�

石原は科学館に就職が決まっていたのでそのように�

�

答えたらしいが、あとでモラン氏は私のところに来�

て「おまえのところの大学院生は sience museum に�

答えたらしいが、あとでモラン氏は私のところに来�

て「おまえのところの大学院生は sience museum に�

就職すると言っているが本当か」とわざわざ聞きに�

来たので、そうだと答えるとずいぶん残念がってい�

た。本論文は４月末にＰＡＳＪ（53号215ページ）に�

掲載された。�

　IC2560および他のメーザー銀河の観測結果は、単�

にブラックホールの証拠の面だけではなく、Ｘ線放�

射領域の構造との関係やＡＧＮの物質供給率の面な�

どでも面白い結果が出つつあるが、これは研究が現�

在進行中であり、ある程度まとまったところで報告�

する予定である。�

�
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図 ２�
    　　IC2560の中心核のメーザー円盤　

図１�
    IC2560の銀河中心速度と高速度成分の速度�



お知らせ�

★スター・ウイークキャンプ「君が天文学者になる４日間」報告�

　国立天文台三鷹キャンパスでは、スター・ウイー�
ク関連事業として、高校生対象の宿泊体験学習会、�
第３回「君が天文学者になる４日間」を７月３０日�
～８月２日に開催しました。今年度は、子どもゆめ�
基金（独立行政法人国立オリンピック記念青少年総�
合センター）の助成を受けて行われ，遠く沖縄やオ�
ーストラリアから参加した高校生など１６名の高校�
生が参加しました。�
�　参加した高校生自身が研究テーマを決め、観測、�
解析、考察、発表までの一連の流れを体験しました。�
初日、２日目と、三鷹キャンパスにある口径５０cm �
社会教育用望遠鏡で観測を行い，２晩ともほぼ好天�
に恵まれ、貴重なデータを得ることができました。�
研究発表会は，３日目の午後，コスモス会館会議室�
で行われ，海部台長をはじめ，多くの職員が見守る�
中，堂々と研究発表が行われました。�
【参加者の感想】�
○天文学の世界を一部でも見ることができてよかっ�
　た。何よりも自分たちの手で観測できたのがうれ�
　しかった。�
○今まで私の周りには天文学者になりたいという人�
　はもちろん，宇宙に興味がある友達すら一人もい�
　なかったので，自分と同じ夢を目指している友達�
　に出会えてよかった。�
�
�

�○今回参加して，宇宙に対する思いが変わったのが�
　  自分でも分かるのがすごい。自信がついた。�
�　来年度は，５０cm望遠鏡による観測にとどまらず、�
　光赤外、電波、重力波、理論、太陽などさまざま�
　なテーマにも取り組んでみたいと思います。高校�
　生と寝食を共にして頑張った、大学生，大学院生�
　の皆さんお疲れさまでした。また、今回の体験学�
　習会実施にあたり天文台内外の多くの皆さんにご�
　協力いただきましたことを，この場を借りて感謝�
　したいと思います。�
�　　　　　（天文情報公開センター　　縣　秀彦）�

－５－�

★ 小平前国立天文台長がカールシュワルツシルド賞を受賞�

　小平桂一総研大学長（前国立天文台長）が2001年�
９月10日にミュンヘンで開催されたドイツ天文学会�
第75回年会において、同天文学会最高の栄誉である�
カール・シュワルツシルド賞を受賞されました。こ�
の賞は、シュワルツシルド半径など一般相対論で有�
名なカール・シュワルツシルドの功績を記念して�
1959年に設けられたドイツ天文学会の賞で、小平先�
生は30人目の受賞者となられました。宇宙の理解と�
現代天文学の発展に関する小平先生の傑出した貢献�
が、学術と文化の両面から高く評価され、本賞の授�
与が決定されました。これまでの受賞者には、M・�
シュワルツシルド、シュミット、オールト、スピッ�
ツァー、パチンスキー、リンデンベル、チャンドラ�
セカール、ウォルツエー、リース、ホイル、ソーン、�
テイラー、オストライカー、ペンローズなど、ノー�
ベル賞受賞者や著名な天文学者が顔を並べています。�
　小平先生は同日、カール・シュワルツシルド講義�
として「近傍銀河の巨視的・微視的描像」と題した�

　講演をなさいました。先生が建設への道づくりを�
されたすばる望遠鏡により撮影されたアンドロメダ�
大星雲Ｍ31のすばらしいカラー画像もこの受賞講演�
で初公開されました。�
　日本人としては無論初めてですが、先生の国際的�
なご活躍がこのような形で評価されたことは大変喜�
ばしく、心からお祝い申し上げます（家　正則）。�



共同利用案内�「すばる望遠鏡共同利用採択結果」報告�

　ハワイ観測所（安藤裕康 所長）は、2001年10月から2002年3月までの6ヶ月間に47夜を、すばる望遠鏡共同�
利用第S01B期として公開しました。公募の結果、合計160件、希望総夜数337夜の応募があり、プログラム小�
委員会（岡村定矩 委員長）が、レフェリーによる審査結果に基づき、合計29提案を採択し、47夜の配分を決�
定しました。 採択課題は以下のとおりです。�

－６－�
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する外側の領域で誕生しているのを反映しています。�

H-alpha(赤)は、表面温度が数万度を越すような恒星�

の放つ紫外線に照らされて電離した水素プラズマが�

放つ光で、濃い星間雲の中で生まれた大質量星の存�

在を示します。画像の中で、星の写っていない黒く�

抜けた部分は、濃い星間塵の雲が星を覆い隠してい�

る領域です。「渦巻き型」の名の通り、青っぽい若�

い星ぼしの群れが目立つ帯を形作っていますが、黒�

い星間塵の帯がそれに沿って巻き付き、そのまた縁�

に、赤い水素プラズマ雲が点々と並んでいます。回�

転する銀河レンズの中で、星間雲が渦巻き状に圧縮�

されて濃くなり、そこに恒星が誕生して、圧縮の波�

を潜り抜けて一人前になっていく様子が伺えます。�

�今回の「すばる」画像では、個々の星の大きさが�

0．5－0．6秒角と、地上望遠鏡による広写野映像と�

しては格段に鮮鋭なのが特徴的です。このため、新�

しくたくさんの細かな構造が見えてきました。若い�

星ぼしの群れでは、非常に小さく密度の高い星団が�

無数に見えています。その色と形の解析から、恒星�

が誕生するときの集団の規模や個々の構成星の質量�

分布などについて、銀河全域にわたっての手掛かり�

が得られます。また、水素プラズマとその中に埋ま�

っている大質量星も、非常に細かな構造単位までが�

見えていて、誕生し輝き始めたこれらの星ぼしが、�

周辺の星間空間に与える影響を、渦巻き腕に沿って�

観察する事ができます。中には、周りの雲が見分け�

られない孤立した真っ赤な星ぼしや、濃い雲に埋ま�

っている淡くぼやけた恒星らしい天体も見つかりま�

した。暗黒の星間塵の帯も、よく見ると端の方では�

髪の毛のような細い構造を示し、更にはそれが鎖の�

ように切れ切れになっているのが分かります。その�

切れ切れになった濃い雲の塊が、孤立して浮かんで�

いるらしいものも見つかりました。逆に広がった淡�

い暗黒雲では、刷毛で軽く刷いたような紋様が認め�

られ、軽やかに漂う「巻雲」を思わせるものもあり�

ます。濃い星間塵の雲は、恒星の誕生する現場です�

から、その濃さや形の銀河全域にわたる詳細な解析�

－７－�

　この画像は、（次頁）夏から秋にかけての夜空に、�

淡く肉眼でも認めることのできるアンドロメダ銀河�

の南西部分を、すばる望遠鏡の「主焦点カメラ」が�

捉えたもので、期待にたがわず、個々の星ぼしや星�

雲の詳しい様子を、全面にわたって鮮明に写しだし�

ています。�

�アンドロメダ銀河は、私達の太陽系を含んでいる�

「天の川」銀河に良く似た渦巻き型銀河のなかで、�

私達に最も近くに在る銀河です。私達の太陽系がレ�

ンズ型の「天の川」銀河の中に埋まっているため、�

濃い星間塵の吸収に邪魔されて、自分達の「天の川」�

銀河の全体を見る事はできません。アンドロメダ銀�

河を観測することで、私達の「天の川」銀河の全体�

を外から観測したのと同じような情報が得られるの�

で、その詳しい研究は大変に重要です。一番近いと�

言っても銀河の世界の話ですから、250万光年も離れ�

ています。「一光年」は光が一年がかりで飛ぶ距離�

ですから、今「すばる」が捉えた星ぼしの光は、250�

万年前にアンドロメダ銀河を出発した光です。つま�

り、ここに見えるのは、250万年前の星の世界です。�

250万年前の地球上では、やっと人類の祖先が二本�

足で歩き始めた頃だったかも知れません。�

　活動し始めた口径８メートル以上の新技術大望遠�

鏡のなかで、大きな主反射鏡で集めた光を望遠鏡の�

筒先で直接に受けとめる、設計・製作・運用の困難�

な「主焦点カメラ」に挑戦したのは、日本の「すば�

る」だけです。CCDを敷き詰めた8000ｘ10000画素�

の大検出装置は、一度の露出でほぼ満月に匹敵する�

広さの夜空を撮ることができます。この画像は、B,�

V,　H-alphaという3種類のフィルターをかけて、そ�

れぞれのフィルターにつき一回が二分間の露出を5�

回繰り返して得られた電子画像を、B（青）、V(黄)、�

H-alpha（赤）と色着けして合成したものです。B(青)�

は若い高温の恒星を、V(黄)は少し年老いた低温気味�

の恒星を代表します。画面の左上にあたる銀河中心�

方向から右下外縁方向にかけて、黄から青へと色調�

が変わっているのは、若い星ぼしが渦巻き腕の卓越�

�

�

�

                  ２５０万年前の星の世界　�

――　すばる望遠鏡が捉えたアンドロメダ銀河　――��
�　　　　　　　　�
　　　　　　　天文機器開発実験センター助手　宮崎　聡�
　　　　　　　総合研究大学院大学・学長　　　小平桂一�
�
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は、銀河研究に欠かす事ができません。銀河の中で�

は、雲から星が生まれ、星が死ぬ過程で再び雲が放�

出されて、その中から次世代の星ぼしがまた誕生す�

るという、物質の大きなリサイクルが行われていま�

す。250万年前の星の世界に、雄大な物語を読み取っ�

てください。�

人事異動�
�平成13年10月１日付�

�○転出�

�田代正浩　　電気通信大学施設課建築係主任�

�　　　　　　（管理部施設課建築係）　　　�

○転入�

�小松淳一　　管理部施設課建築係�

�　　　（高エネルギ－加速器研究機構施設部建築課）�

�

編 集 後 記�

　国立天文台では，インターネット上で動画配信に�

よる広報活動を始めました。手始めに，講演会の様�

子を生中継したりしています。詳しくは天文台Web�

をご覧下さい。また，こんなものを動画配信してほ�

しいというコンテンツがありましたら広報普及室宛�

ご連絡ください。　（Agt）�

　未明に起こる天文現象を観望するときに、時刻をその�

日の夜と思い込み、昼になってから間違いに気が付つい�

て後の祭りという失敗を時々する。今年の「しし座流星�

群」、11月19日の未明にピークとの予測が出ているけ�

れど、またポカをしないように18日の夜と覚えておこう。  �

　　　　　　　　　　　　　　　　　       (Y.T.)

　この夏は Solar-B衛星のプロトモデル電気試験に

没頭した。予想していなかった不具合が様々見つか

り、フライトモデル製作に向けて大きなステップと

なった。 大学院に入学して訳も分からず参加した

「ようこう」衛星の総合試験を懐かしく思い出した。

（し）�



エッセー�
ウルトラマラソン賛歌�
�
� 　　　天文学データ解析計算センター　千葉庫三�

　天文台ニュースは真面目で硬い内容が多すぎる、�

軟らかい内容をということであろう、何か書けとい�

うお達しがきた。ということでウルトラマラソンで�

ある。�

　お腹の周りが気になりだしてという、中年ジョガ�

ーの最大公約数的動機でジョギングを始めたのが十�

数年前であった。始めた頃は半年で5Kgの減量という�

成果が楽しみであったが、すぐに安定領域に達した。�

次なる目標としてフルマラソン完走を掲げたが、2、�

3年も続ければ誰でも達成できる。完走できると次は�

タイム、遅いなりにも拘りがあり、当初の目標の４�

時間から、やがて３時間30分を切ることへと移るが、�

続けてさえいればそれも達成できる。もともと走る�

ことは苦手、小学生の頃は徒競走で三等にでもなろ�

うものなら嬉しくて仕方がなかったという鈍足であ�

る。これ以上の記録短縮は望むべくもない。こうし�

て、次なる目標は自然と距離を延ばすこと、ウルト�

ラマラソンの世界へと足を踏み入れることになった。�

�フルマラソン（42.195Km）の距離を越えればウル�

トラマラソンではあるが、愛好者の間では、ショー�

トタイプ、ロングタイプ、時間走、ジャーニーラン、�

と分類されている。それぞれの種類について、私が�

参加した大会を例に上げて紹介したい。�

ショートタイプ�

　「ウルトラマラソン」の「ショートタイプ」とは�

形容矛盾のような気がしなくはないが、相対的には�

ショートである。50から100Km程度まで。早朝スタ�

ートし、その日の夕刻、または夜までにはゴールす�

る大会である。100Kmの大会で制限時間が13時間と�

いうのが典型的である。これまでに参加したのは、�

新潟県上越市周辺を巡る「越後くびきの100Km」、�

富士五湖すべてを廻る「富士五湖117Km」、尾道か�

ら瀬戸内海の島々にかかる橋を渡って四国今治まで�

行く「しまなみスーパマラソン（100Km、ただし60�

Kmでリタイア）」、秋田県角館から鷹巣まで秋田�

内陸縦貫鉄道に沿って走る「秋田内陸リゾートカッ�

プ100Km」である。また、距離は75Kmと「短め」で�

はあるが、毎年8月に開催される「奥武蔵ウルトラ�

�

�

�
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マラソン」への参加も恒例となっている。旧堂平観�

測所近くを通る奥武蔵グリーンラインを往復する標�

高差800ｍのコースで、真夏の暑さと厳しいアップ�

ダウンと手作りの大会というコンセプトが人気であ�

る。アップダウンの厳しい大会後の筋肉痛は尋常で�

はなく、大会後2、3日の階段の上り下りは手摺依存�

症を強いられる。�

　私はいまだ参加していないが、野辺山観測所周辺�

がコースとなっている「野辺山ウルトラマラソン」�

は国内で最もアップダウンが厳しい100Kmマラソン�

として知られており、機会があれば是非参加してみ�

たい大会である。�

ロングタイプ�

�100Mile（161Km）以上の距離を制限時間24時間�

以上、夜を徹して走る（歩く）ものである。名古屋�

から金沢を目指す「さくら道ウルトラマラソン（266�

Km、制限時間48時間、2001年に参加したが155Km�

でリタイア）」、「萩往還マラニック250Ｋｍ」が�

国内で代表的な大会である。私が2000年に参加した�

萩往還に沿ってロングタイプの様子を紹介してみた�

い。�

　大会は5月2日の夕方6時に山口市をスタートし、�

本州西北端の川尻岬、青海島、萩市を経由して4日�

の夕方6時(48時間後)までに山口市まで戻って来ると�

いうものである。�

　ロングタイプの場合、必要となる装備はリュック�

に背負って走る。田舎や山道の夜は街灯もなく本当�

に真っ暗闇であり懐中電灯は必須である。昼間と夜�

間の温度差に備えて着替えや防寒を兼ねた雨具も入�

れる。いかに無駄なものを省き、リュックの中身を�

軽くするかも技術である。�

�適当な間隔でエイドステーションが用意されてお�

り、うどんやおにぎり、果物などを食べることがで�

きる。2日間に渡る長丁場である。しっかり食べな�

いと動けないが、疲労してくると食欲も落ちる。ウ�

ルトラマラソンでは脚力と同時に内臓が丈夫である�

ことが求められる。�

�ロングタイプでは、睡魔といかに付き合うかも重�



�

要なカギとなる。二晩に渡って徹夜走行することに�

なり、必ずどこかで睡眠をとらざるを得ないが、睡�

眠時間を含めての制限時間なのでのんびり寝ている�

わけにはいかない。この大会では2日目の夜に１時�

間程度のまとまった睡眠をとった他、猛烈に眠くな�

ったときに道端でもどこでも５分、10分の睡眠を何�

回かとるという方法で凌いだ。それでも走りながら�

寝ていてガードレールに衝突して気が付くというこ�

とを何度か繰り返した。�

　この大会では46時間余りでゴールの山口市瑠璃光�

寺に戻ってくることができた。これだけの距離を走�

り通すことはなく歩きも混じるので「完走」ではな�

く「完踏」と呼んでいるが、この大会の完踏を目標�

としている愛好者も多く、「萩往還を完踏しまして�

ねぇ」と胸を反らし気味に言うと、一目置かれると�

いう次第である。�

時間走�

　一定時間の間にどれだけの距離を走ることができ�

るか挑戦するものである。24時間走大会というのが�

数多く開かれており、私も数度参加したことがある。�

私の最長距離は173Km。100Mile（161Km）を超えれ�

ば一人前、200Kmを超えれば一流と言われているの�

で、まあまあの記録である。時間走はサポートする�

側も大変なので、周回コースで行われるのが普通で�

ある。春秋に東京学芸大学で24時間走大会が開催さ�

れているが、春はキャンパス内を巡る1Mile程度のコ�

ース、秋は400ｍトラックを周回する。運動生理学�

の先生が主催しているだけあって、スタート前、ゴ�

ール後に体力測定があり、大会中も飲食した量が担�

当の学生さんによりチェックされる。喜んでモルモ�

ット役を務めている。�

ジャーニーラン�

�「走り旅」と訳されており、一気に走るのではな�

く、毎日、宿泊して睡眠や補給を加えながら数日間、�

ときには数ヶ月間を通じて走り続けるもの。地図を�

読み、各地の名所、旧跡、あるいは美味い物を探し�

ながらという旅の要素も強い。私が参加したことが�

あるのは「東京湾一周ジャーニーラン」。日本橋を�

スタートし、旧東海道から16号を経由して横須賀で�

一泊。翌日は久里浜まで行き、フェリーに乗って金�

谷へ渡り、房総半島西側を北上して千葉市泊。その�

翌日は浦安、深川を経由して日本橋へ戻るという、�

２泊3日190Kmの旅を楽しんだ。いずれ参加してみた�

い大会は、夏に行われる「トランスエゾ555Km（襟�

裳岬から宗谷岬まで7日間）」、年末年始に行われる�

「東海道五十三次遠足ジャーニーラン（日本橋から�

京三条大橋まで530Km、6日間）」である。参加にあ�

たっての最大の障害は「時間」である。�

�

「何がおもしろいの」とは良く聞かれることである。�

ウルトラマラソンの大会では一部の競技指向の選手�

を除き、参加者の多くが「時間内完走」を最大の目�

標としている。それが「競走」「競争」でなく「共�

走」の世界をもたらしてくれる。それには、大会主�

催者やエイドステーションを手伝っている地元の皆�

さんとのふれあいも含まれる。また、「時間内完走」�

という達成感の一方で、時には「リタイア」という�

挫折感を味わうこともあるが、それはそれで得がた�

いものである。弁解の余地がなく自己責任がすべて�

という挑戦の世界が楽しい。�

�前述したようにウルトラマラソンの最大の障害は�

「時間」である。それゆえ「本当に楽しめるのは定�

年後」と説く人さえいる。それまでは、体力を維持�

し、知力と精神力とを発展させる準備期間だという�

わけである。いつまでも続けられる楽しみとしてウ�

ルトラマラソンと付き合っていきたい。�
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萩往還マラニック250Kmを完踏し、山口市瑠璃光寺に�
ゴールする筆者�







岡山天体物理観測所助手　柳澤顕史　�

岡山天体物理観測所特別公開報告�

去る8月5日（日）に岡山天体物理観測所の特別公

開が行われました。あれ？岡山って特別公開して

たっけ？と思われる方もいらっしゃると思います

が、9年のブランクを経て昨年度より再び特別公

開を始めたのです。今年の公開日は、同じ敷地内

にある岡山天文博物館（鴨方町）と共催で行われ

ました。昼間は施設公開、夜は188cm、91cm望遠

鏡による観望会の2部構成とし、それぞれ560名、

200名の参加を得て大変盛況でした。いま、公開

日の参加者から寄せられたアンケートを眺めなが

らこの報告を書いています。当日の様子を、参加

者の声をまじえてご紹介しましょう。�

��

�●施設公開（午前10時から午後4時）�

�　公開した施設は188cm反射望遠鏡ドーム、お

よび91cm反射望遠鏡ドームの2箇所です。　�

�今年のテーマは"夜空の虹"。当観測所の主たる

観測手段である分光観測で何がわかるのかやさし

く解説することを目標としました。そこで、高分

散分光器HIDESによるホットな研究内容と共に

188cmドーム内にポスター展示し、解説をするこ

とにしました。91cm反射望遠鏡では、N分光器の

焦点部にルーペをとりつけ、青空のスペクトル�

（大気で散乱された太陽のスペクトル）を参加者

自身の眼で観察してもらいました。ほかに、赤外

カメラを用いた参加型演示実験、 3つの観測装置

と望遠鏡制御システムの展示と解説、質問コーナ

ーなどを用意しました。さらに、岡山天体物理観

測所が開所40年を経たことから、40年間の変遷に

関する展示や、40周年記念誌CD版の配布を行いま

した。岡山天文博物館は無料開放され、通常のプ

ラネタリウムに加えて、手作り分光器の演示、天

体ビンゴゲーム、クイズラリーなどが行われまし

た。�

��

　さて、展示・解説はそれぞれに好評でしたが、

もっとも高い関心を得たのは188cm反射望遠鏡そ

のものでした。望遠鏡が静かに姿勢を変え、ドー�

ムが轟音とともに回転する。それだけで、来訪者

全員が揃って見上げ、それぞれに歓声をあげるの

です。同じドーム内には展示物がいろいろ用意し

てあったのですが、ドーム回転の音がすると、瞬

時に人々は上を向いてしまうのでした。多くの方

から、"望遠鏡の動く様子を間近に見られて良か

った"との感想が寄せられています。中には、�

 "ドームの中に入れたことは「天文台日記」（注：

元観測所副所長の石田五郎氏の著書）を読んで以

来の30年間の希望でとても感動した"という方も

おられました。他の感想としては、「望遠鏡が古

いのではないでしょうか。せめて3～4m級に更新

できないものかと思います」とか、「古色蒼然た

るところも目立つが、創意工夫を重ね最新鋭（の

制御システム）にリファインされているのは感心

しました」などというものが見られました。公開

日を復活させたことも意味があったようです。「

地元に立派な施設があってうれしいです。来年も

行きたいです。」「職員の皆さんが熱心に説明し

てくださり、感激しました。」「将来、こういう

ところで働きたいと思った。」「天文台といえば

閉鎖的なイメージがあったが、最近公開がおこな

われてうれしい限りです。」と、観測所と一般の

方との交流、といった目的が達成できたと思われ

る感想も見受けられます。�

��

�●観望会（午後8時から10時半）�

�観望会は188cm、91cm望遠鏡を利用して行いま

した。これまで両望遠鏡ともに、研究用途のみに

利用が限定されていましたが、一般の方から寄せ

られる希望に沿い、思いきって観望会を決行しま

した。"天文台の粋な計らい"として先輩方にも許

されるであろうと思います。これら両望遠鏡に加

えて、小型望遠鏡を数台用意し、多くの天体を見

ると共に、口径による見え方の違いなどを見比べ

ていただくことにしました。この小型望遠鏡の操

作は地元のアマチュアの方にお手伝いいただきま

した。�
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�

“質問コーナー”で吉田所長に質問“太陽って�
　　どうして光っているんですか？”�

太陽スペクトルを特別仕様の分光器で観察�

　　　188cm 反射望遠鏡による観望会の様子�
　（写真：太田原明氏、協力：月刊天文ガイド）�

“ああ、あれが今見た火星だね！”�

無言で188cm 反射望遠鏡をのぞく少年�

  さて、これまで当観測所は地元の方々に多くの

御支援をいただいて参りましたので、鴨方町、矢

掛町、金光町の方をご招待することにしました。

希望者の募集と、麓から観測所までの送迎は各町

の教育委員会のご協力の元に行われました。その

他の地域にお住いの方の募集と送迎は観測所が行

いました。実に広範囲（東は栃木県、西は福岡県

）の方から多数の応募をいただき、競争倍率は

3.1倍に達しましたので、厳正なる抽選の上、当

選者を決定いたしました。�

�当日は幸いにも天候に恵まれ、すべての方が

188cm、91cm望遠鏡で観望することができました。

観望天体は、火星、アルビレオや、リング星雲や

球状星団などです。この夏は火星観望の好機であ

り、しかも8月5日の夕刻は火星の大シルチスが正

面に見える筈でした。 大いに期待して188cm望遠

鏡を向けたのですが、ほとんど模様は見えず、大

運河模様がおあずけとなってしまったことは残念�

でした。後でわかったことですが、6月末から火星

に28年ぶりの大黄雲（惑星規模の砂嵐）が発生し、

ちょうど公開日の頃は火星全体が覆われていたの

でした。それでも、参加された皆さんは188cm、

91cm望遠鏡の集光力に驚き、滅多に見ることので

きない大型望遠鏡で観望できたことや、当観測所

の職員やアマチュアの方による解説に満足された

ことは幸いでした。　�

　以上が特別公開日の概要です。最後に、この特

別公開日を支えてくださったすべての皆様に感謝

いたします。とくに、各町の教育委員会の皆様、

天文台広報普及室の皆様、観望会を支えてくださ

ったアマチュアの皆様には、骨をおっていただき

ました。紙面をお借りして御礼申し上げます。な

お、次回以降の特別公開は施設公開と観望会を分

離し、それぞれ来年夏休み、来年春（オリオン星

雲の観望会）に行われる予定です。�


